
情報収集対象物の検知 情報集積、分析、利活⽤ 2次利⽤困難

移動体に設置した機器

個人情報漏洩リスク

通信、もしくは
記録媒体を介した転送 ⾮個⼈情報化 2次利⽤容易

＜従来技術＞

【従来課題】 ⾞載カメラで効率的にデータ収集したいけど、映り込み個⼈情報の漏洩リスクあり。
データ利⽤に⾮個⼈情報化処理の⼿間、コストが掛かる。

【解決策】 ドライブレコーダー内で個⼈情報を検知し、⾮個⼈情報化するのでリスク無し。
                                                                                                                     ※特許出願中
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【事例】⽼朽化マップWEBサービス
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＜本技術＞

プライバシーを配慮した路上の情報収集 効率化x安⼼
サイバーコアのStreetEye™

AIドライブレコーダーに汎⽤物体検知アルゴリズムと個⼈情報マスキング機能を実装
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